


ロータリー財団について

経緯

１９１７年国際ロータリー第７第会長アーチ・C・クランフ氏がアメリカジョー
ジア州アトランタの国際大会において、世界でロータリーが慈善・教育・そ
の他社会奉仕活動において基金を募って「世界によいことをすること」が
最良の方法であると演説したことが財団の始まるきっかけとなり、同年に
米国カンサスシティーRCから２６ドル５０セントの基金が入り発足しました。
以来、今日まで１０５年が経過し、今や２００を超える国、地域を含む世界
の中でも規模、内容において４つ星の財団であると評価されています。



ロータリー財団の標語
（Motto   of   The   Rotary   Foundation）

世界でよいことをしよう

☆ロータリー財団の使命、目的

世界理解・親善・平和を構築するために奉仕を通して社会貢献をしながら推進することです。



☆ロータリーの最優先事項
「ポリオの根絶」

１９８５年よりポリオ撲滅に力を注いでいます。現在では常在国
は、パキスタン・アフガニスタンの二か国です。しかし、２０２１年
１２月にマラウイに発症パキスタンから流入したのではないかと
言われています。今年度はパキスタンで１５カ月ぶりに５月に１
件発症例が見られ、その後６月末時点の発症は１０件に上りま
した。また、モザンビークでは１件、アフガニスタンでも１件の発
症例が確認されています。



２０２２、２３年寄付金目標

年次基金 一人当たり １５０ドル
〇毎年全会員にお願いする基金
〇全クラブ寄付金０クラブ０を達成する

ポリオプラス基金 一人当たり ３０ドル
〇ポリオ根絶のために全額使用される。

災害復興基金
〇災害発生時に使用される。

恒久基金
〇元金は使わず、運用収益を翌年の活動に使われる
〇ベネフェクター
〇冠名基金



財団寄付金 日本と世界の比率

日本 世界

年次基金 １３，１２７，１０８，７５ １２４，０１７，２９７，３８

ポリオ基金 ２，０７０，６２８，８６ ２５，６６５，６８２，７４

恒久基金
その他基金

１，９３０，２４０，９１ ６０，９５８，４２６，４２

年次基金１人当たり １５７，０２ １０５，６６

2520地区

年次基金 １８３，３０４、６８ ポリオ １５，１１３

一人当たり ８５．９８ 一人当たり ７，０８



世界の寄付ランク

１位・・・アメリカ

２位・・・韓国

３位・・・インド

４位・・・日本

５位・・・台湾

日本の寄付金１人当

１位・・・２５８０地区（東京） ２２９ドル１１セント

２位・・・２７７０地区（埼玉） ２１７ドル４３セント

３位・・・２６６０地区（大阪） ２１４ドル１７セント

４位・・・２５９０地区（神奈川） ２１０ドル８１セント

５位・・・２７５０地区（東京） １９９ドル８４セントワースト

１位・・・２７３０地区（宮崎・鹿児島） ７４ドル０１セント

２位・・・２５４０地区（秋田） ７８ドル９９セント

３位・・・２５２０地区（岩手・宮城） ８５ドル９８セント

４位・・・２７４０地区（佐賀・長崎） ８８ドル８５セント



平和フェローシップの育成

２００１年より国際ロータリーでは平和センターを開設しました。
世界平和・紛争解決のための活動・人材育成のために活動しています。

１、日本（東京） 国際キリスト教大学
２、オーストラリア（ブリズベン） クイズランド大学
３、スウェーデン（ウブサラ） ウブサラ大学
４、イギリス（ウェストヨークシャー） ブラットフォード大学
５、アメリカ（ノースカロイナ） デューク大学

ノースカロライナ大学チャペル校
６、アフリカ（ウガンダ） マケレレ大学
７、タイ（バンコク） チュラロコン大学



財団寄付金
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